
医学部 2025 年　東海大学（前期 1日目）

2025年度　東海大学（前期1日目）

医学部 試験時間：70分 k 全問必答

! 次の空欄を埋めなさい。解答は分数の場合には既約分数の形で書きなさい。

(1)
n
P

k=1

1
3k(3k+ 3)

= ア である。

(2) 関数 f(x) = # 4
2x

;x は，x = イ のとき最大値 ウ をとる。

(3) (x + 1)26 の展開式における x2 の項の係数は エ である。2626 を 625 で割ったときの余りは

オ である。

(4) さいころを 3回投げ，出た目を順に x，y，zとする。このとき，x · y · zとなる場合は カ 通

りである。

(5) 実部が 1 であり，虚部が正である複素数 z において，z3 の虚部 y がとりうる値は y · キ であ

る。

(6) 0< ®< ¼
2
，¼< ¯< 3

2
¼，tan® = 2，tan¯ = 3のとき，cos(2®+ ¯) = ク である。

(7) 0< a < 4とする。直線 `：y = axと放物線 C：y = 4x¡ x2 の共有点のうち，x座標が正である点

を P とおく。このとき P の x 座標は a を用いて表すと ケ である。また，C と ` により囲まれ

た部分の面積と，` と x 軸と直線 x = ケ により囲まれた部分の面積の比が 2 : 1 になるのは，

a = コ のときである。
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医学部 2025 年　東海大学（前期 1日目）

" 四面体 OPQRにおいて

OP = OQ = PQ = 2，QR = 2
p
3，OR = 4，PR = 3

p
2

であり，
¡!
OP =

¡!p，
¡!
OQ = ¡!q，

¡!
OR = ¡!r とおく。

(1)
¡!p ¢ ¡!q = ア ，¡!q ¢ ¡!r = イ である。

(2) cosÎPOR = ウ ，
¡!p ¢ ¡!r = エ である。

(3) 3点 O，P，Qを通る平面を ®とし，点 Rから ®へ下ろした垂線と ®の交点を Hとする。x，yを実数

として，
¡!
OH = x¡!p + y¡!q とおく。¡!p ¢

¡!
RHを x，yを用いて表すと¡!p ¢

¡!
RH = オ x+ 2y¡ 1

であり，¡!q ¢
¡!
RHを x，yを用いて表すと¡!q ¢

¡!
RH = カ x+4y¡ 4であるから，x = キ ，

y = ク となる。

(4) 直線 PHと直線 OQの交点を Lとすると，OL : LQ = ケ : 1である。

# xy平面上に 3点 O(0; 0)，A(1; 0)，B(1;
p
3)をとり，4AOBを考える。

(1) ÎAOBを二等分する直線 `の方程式は y = ア である。

(2) 4AOBに内接する円 Cの半径は イ であり，中心の x座標は ウ である。

(3) `と Cの共有点であり，Oとの距離が小さい方の点を Dとする。点 Dの x座標は エ である。

(4) 辺 OA，OBと Cに接する円 C0 の半径は オ であり，中心の x座標は カ である。

(5) OAと C，C0 で囲まれた部分の面積は，C0 で囲まれた部分の面積の $ キ
p
3
¼ ¡ ク <倍であ

る。ただし キ ， ク には有理数が入るものとする。
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医学部 2025 年　東海大学（前期 2日目）

2025年度　東海大学（前期2日目）

医学部 試験時間：70分 k 全問必答

! 次の空欄を埋めなさい。解答は分数の場合には既約分数の形で書きなさい。

(1) 実数 a，bが a2> 4bを満たすとする。放物線 y = ¡x2 と直線 y = ax+ bは 2点で交わる。その交点

を P，Qとおく。このとき，線分 PQの長さは a，bを用いて表すと ア である。

(2) 実数 x が 0 · x · 2 を満たすとする。関数
Z 2

0
f 2(t¡ x) + 2g dt は x = イ のとき最小値

ウ をとる。

(3)
1
3
· x · 27のとき関数 y = (log3 x)2¡ log9 x6¡ 3の最大値は エ であり，最小値は オ

である。

(4) 正の奇数の列を，次のような群に分ける。ただし，第 n 群には n 個の数が入るものとする。

1 j 3; 5 j 7; 9; 11 j 13; 15; 17; 19 j 21; ÝÝ

奇数 2025が入る群は第 カ 群である。

(5) アルファベット K，A，N，A，G，A，W，Aの 8文字をすべて用いて順列を作る。どのAも隣り合わ

ない，異なる順列の総数は キ 通りある。

(6) 点 (3; 5)を中心とする円 C1 と点 (9; 13)を中心とする円 C2 が異なる 2点で交わっており，円 C3 は

C1 と C2 の両方に内接する円のうち，最も面積が大きい円であるとする。C1 の半径が 8，C3 の半径が 2

であるとき，C2 の半径は ク である。

" 一辺の長さが 1の正八面体Hを考える。

(1) Hの表面積は ア である。

(2) Hの各頂点を通る球の半径は イ である。

(3) Hの体積は ウ である。

(4) Hの一辺を共有する 2つのHの面のなす鈍角を ®とする。このとき，cos® = エ である。

(5) Hの各面と接する球の体積は オ である。

(6) Hの一つの面 Tと平行な平面 PでHを切ったとき，断面を Sとする。Pの位置によらず Sの周の長

さは カ であるが，Sの面積は Pの位置によって変化し，その最大値は キ である。
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医学部 2025 年　東海大学（前期 2日目）

# xを実数とし，f(x) = 2x+ 2，g(x) = x2 とする。

(1) ¡2<f(x)< 2は， ア <x< イ であるための必要十分条件である。

(2) ¡5<x< 2は，¡2<f(x)< 2であるための ウ 。

ウ に最も適するものを，次の1～4のうちから選び，数字で答えなさい。

1 必要十分条件である 2 必要条件であるが十分条件ではない

3 十分条件であるが必要条件ではない 4 必要条件でも十分条件でもない

(3) aは正の実数とする。命題

x¡ 1 < aá¡3<f(x)¡ f(1)< 5

が真となるような aの最大値は a = エ である。

(4) bは正の実数とする。命題

¡3<f(x)¡ f(1)< 5á x¡ 1 < b

が真となるような bの最小値は b = オ である。

(5) ¡3< g(x)< 2は， カ <x< キ であるための必要十分条件である。

(6) cは正の実数とする。命題

x¡ 1 < cá¡
1
2
< g(x)¡ g(1)< 1

2

が真となるような cの最大値は c = ク である。

(7) dは正の実数とする。命題

¡
1
2
< g(x)¡ g(1)< 1

2
á x¡ 1 <d

が真となるような dの最小値は d = ケ である。
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医学部 2025 年　東海大学（前期 1日目）

2025年度　東海大学（前期1日目）

医学部 （略解） k 証明，図示などは省略

!

(1) ア： n
9(n + 1)

(2) イ：1 ウ：2

(3) エ：325 オ：26

(4) カ：56

(5) キ：2

(6) ク： 3
p
10
10

(7) ケ：4¡ a コ： 4
7

"

(1) ア：2 イ：4

(2) ウ： 1
8
エ：1

(3) オ：4 カ：2 キ：¡ 1
3
ク： 7

6

(4) ケ：7

#

(1) ア：
p
3
3
x

(2) イ：
p
3¡ 1
2

ウ： 3¡
p
3

2

(3) エ： 3¡
p
3

4

(4) オ：
p
3¡ 1
6

カ： 3¡
p
3

6

(5) キ～ク：4
p
3
¼ ¡

11
6
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医学部 2025 年　東海大学（前期 2日目）

2025年度　東海大学（前期2日目）

医学部 （略解） k 証明，図示などは省略

!

(1) ア：
C

(a2 + 1)(a2 ¡ 4b)

(2) イ：1 ウ：6

(3) エ：1 オ：¡ 21
4

(4) カ：45

(5) キ：120

(6) ク：6

"

(1) ア：2
p
3

(2) イ：
p
2
2

(3) ウ：
p
2
3

(4) エ：¡ 1
3

(5) オ：
p
6
27
¼

(6) カ：3 キ： 3
p
3
8

#

(1) ア～イ：¡2<x< 0

(2) ウ：2

(3) エ： 3
2

(4) オ： 5
2

(5) カ～キ：¡
p
2<x<

p
2

(6) ク：
p
6¡ 2
2

(7) ケ：
p
6 + 2
2
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